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東側から望む全景
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風の並木道
(シンボル軸 )

既存自由通路水辺広場

配置図 S=1:2000

０番線からペデストリアンデッキで
アプローチできる唐樋川に面した
親水空間の提案。

SL 見学デッキや緑化壁 を
組込み、ターミナルパークの
一部として整備。

新山口駅0 番線
駅とまちをつなぐ
ゲートウェイ

山口の杜
時間をかけて山口の
杜をつくる。

緑の自由通路

重点エリア 木立の広場 ターミナルパーク 木立の広場
広場や木立をつなげていくことで連続した風景をつくる。

新幹線口に続く（シンボル軸）

緑の自由通路
新幹線口に続く（シンボル軸）

新山口駅北地区重点エリア

N
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2011.07.02　プロポーザル資料 3



新山口駅表口駅前広場整備設計プロポーザル

BUS KOBAN

0Platform No.

既存クスノキ保存

自由通路の緑を継承する緑化壁 シンボル軸 まちを見守る交番施設のそばに
24 時間利用可能なトイレを設置。

重点エリア水辺広場に続くペデストリアンデッキ（提案）

駅側から見る「０番線」は、まちとの間が緑化壁により緩やかに区切られた、半屋外の心地よい歩行者空間となります。

駅とまちの「接線」として東西に延びる「０番線」。緑化壁の間からプラザの賑わいがまちへと溢れ出します。

駅側から望む / 南側立面 S=1:800

まち側から望む / 北側立面 S=1:800
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0番線には様々な機能が分散的に配置され人々
はまちを散策するように、買い物をしたり情報
を得たりすることができます。

風の並木道から表口へのアプローチ。連続する
街路樹の緑の先で、緑化壁に彩られたゲートが
人々を迎えます。

グランドプラザは、地上の動線が交差する場所
であり、鉄道案内や観光案内、ロッカー、公衆
電話など情報エリアにもなっています。
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植栽選定にあたっては、地域の潜在植生の中から多彩な樹種構成を実現します。
散水のための雨水貯留槽を施設の中に計画します。

建築的な省エネルギー対策はもちろん、ヒートアイランド緩和のため
の地表面温度上昇対策を積極的に取込みます。
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分散するキオスク＜自由な配置・点在する機能＞
我々は、自由通路の端部に機能を集中させるのではなく、
あえて分散型の配置をとっています。移動や連絡と
いった機能に対応しつつ、広場を散策しながら山口の
魅力に触れることもできます。日常から観光まで幅
広い目的の利用者層を持つ、観光都市ならではの魅力
的な空間づくりを目指します。

重点エリアとの相乗効果を意図した施設計画・運営計画
線路をイメージした線状の空間構成で、新山口駅から
西側の重点エリアへの人の流れをつくり、緑と組合せた
外構配置計画によりそれを補完します。重点エリア内にも、
駅前広場に呼応する形で、広場やキオスクが作られて
いけば、一層の相乗効果が見込まれると考えます。

・文化施設のサテライト：市内あるいは県内の文化施設のサテライト機
能を設け、  人々への情報提供を行うと共に、現地へ赴くきっかけづくり
を働きかける。
（例） YCAMサテライト（情報芸術センターとの連携）
 文学館サテライト（中原中也や金子みすずなど県内の文学館との連携）
 大内文化サテライト（大内文化に触れる）

・広場を利用したイベントの開催：ちょうちんまつりや朝市、  
  また湯田温泉をアピールする足湯など

まちのゲートウェイ＜新山口駅０番線ホーム＞
東西に長い敷地のポテンシャルを生かし、まちとの接
線を建物化することで、駅とまちの結びつきを強化し
ます。道路に面して緑化壁が連続する線状の歩行者
空間は、駅へアプローチする人々の前にゲートとして
その独特な姿を現わします。

緑あふれる駅前＜自由通路から山口の杜へ＞
全面的に緑化を取り入れた自由通路は全国的にも珍
しく、駅の南北をつなぐ緑の軸として、シンボル軸
を強化しています。この緑を、「線」から「面」に広げ、
駅前に豊かな山口の杜をつくりたいと考えます。

市民との協働
今後具体的に作業を進めていく上で、重点エリア整備を
含めた広域エリアの検討や調整を行うデザイン会議の
開催を提案します。また、将来にわたって企画・運営
や実務的な作業を行うためのコアチームには、市民と
共に地域の専門家の積極的な参加を求めることで、
地域に密着したきめ細やかな対応が可能な組織を目指
したいと思います。

鉄道ギャラリー＜鉄道のまちというアイデンティティ＞
ＪＲとの協働を図り、鉄道ギャラリーを整備します。
ＳＬの発車ホームが駅前広場と接しているという特質
を生かして、直接ホームへアプローチ出来る見学者用
「小郡口」の復活なども考えられます。

適材適所の環境計画
大掛かりな設備ではなく、人々が親しみやすい形での
自然エネルギー利用を計画します。

・雨水を利用した打ち水効果：保水性舗装
などの利用

・緑のスクリーン：樹木やつる性植物によ
る天蓋で日除けをつくる ( バス・タクシー
の待機エリア )

・太陽光シェルター：屋根面の太陽光発電
を利用して電気自動車用の充電スタンドを
設置

デザイン
ワークショップ
コアチーム

企画・運営・広報
ワークショップ
コアチーム

山口市
JR西日本

設計チーム

中原中也記念館YCAM 大内人形 ( 仮称 ) 小郡都市核デザイン会議

分散型配置により、将来の増築や機能変更にも柔軟に対応が可能です。

山口の杜 木立の広場 緑化壁

線
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